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新会員セミナー
1月11日（土）15:30～17:50 指導力開発委員会

於：豊岡水道会館 2階大会議室

記念写真 京都会議

１月第 1例会

新会員セミナー
会員拡大ローラー作戦

指導力開発委員長
荒木　　健

　本年度、指導力開発委員会は、何事に

も直向きに活動することで、断固たる信

念を持った、次代のＬＯＭを担うJaycee 

を育成する事を目的に活動していきま

す。その為には少しでも早く青年会議

所を理解し、一日も早く一般社団法人

豊岡青年会議所に慣れて頂きたい。そ

の想いから新会員セミナーを開催させ

て頂きました。

　ガイダンスでは、小西専務理事より先輩方のご経歴を含

めた一般社団法人豊岡青年会議所の歩み、各委員長からは、

本年度にかける意気込みを交えた事業説明をして頂きまし

た。また、入会2年目を迎えられた岡本重義君、坂本高洋君か

らの1年間の経験を踏まえたスピーチは、新会員にとって、

一番身近に感じられたことだと思います。

　そして、大友隆ＯＢ、佐伯卓哉ＯＢによるご講演では、先

輩方のＪＣに対する強く熱い想いを新会員に対してお伝え

頂きました。大友ＯＢからは、「ＪＣには、ＪＣにしかできな

いことがある！未来を創造する現在の破壊は、若者の特権

である！」、佐伯ＯＢからは、「ＪＣは、縁を大切にし、死ぬ気

でやれ！」など、ＪＣでの多くの思い出話や心構えを教えて

頂きました。

　新会員3名にとりまして、この新会員セミナーが今後の活

動を行っていく上での礎となり、一生忘れえぬ一日になった

と確信いたします。

　最後になりましたが、講師としてお越し頂きました大友Ｏ

Ｂ、佐伯ＯＢ、そしてご出席頂きましたメンバーの皆様に心

より感謝と御礼を申し上げます。ありがとうございました。
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「ＪＣでの思い出」

大友　　隆　ＯＢ 佐伯　卓哉　ＯＢ

「新会員セミナー」を終えて

新春賀詞交換会
1月1日（水)10:50～12:00 総務委員会

於：小田井縣神社・豊岡水道会館2階大会議室

指導力開発委員会

小中　弘幸

指導力開発委員会

三谷　順也

指導力開発委員会

田中　　望

　我々にとって初めての事業というこ
ともあり、また、前日は例会の準備で疲
れ切ったなか緊張しながら準備をしま
したが、いざ始まるとあっという間の新
会員セミナーだったというのが正直な
感想です。大友先輩、佐伯先輩のＪＣ時
代の貴重なお話に心を揺さぶられると
ともに、1年先輩の岡本さん、坂本さんの
お話に身が引き締まる思いでした。色々
な事業に参加してさまざまな経験を得
たいという決意を胸に今年1年頑張って
参りたいと思います。

　前年より委員会に出席していたとは
いえ、１月入会直後の事業であり、今思
えば常に焦っていた感があります。事前
準備不足により先輩にご迷惑をおかけ
したことは猛省すべき点であります。し
かしその事が、今後のＪＣ生活や仕事に
活かされると思うと得たものも大き
かったと思います。また、スピーチや講
演を聞き、内容もさることながら、人を
引き込む話というものは過去の様々な
経験があってこそだと感じました。今回
の事業を活かして、まずは１年間、前向
きに取り組んでいきたいと思います。

　入会して初めての事業である新会員
セミナーを開催させて頂きました。大友
先輩と佐伯先輩にはご講演を賜り、これ
から活動していくことの重大さや責任、
ＪＣに入ったことの誇らしさを改めて
感じました。また懇親会ではメンバーの
皆様にこれからの活動において必要と
なる心構えや行動の仕方などをお教え
頂きました。再度、「事前準備、設営、皆様
をお出迎えする態度」など反省すべき
点を考えて今後の活動に役立てていき
たいと思います。

　2014年1月1日(水) 陽だまりが心地よい晴天の中、本年度最初の事業で
ある新春賀詞交換会が総務委員会のホストによって行われました。2014年
度一般社団法人豊岡青年会議所の各事業の成功と１年間のメンバー及び
その家族の健康を祈願しました。
　その後、豊岡水道会館2階大会議室に場所を移し、二方理事長より思いの
こもった挨拶を頂戴し、参加したメンバー一同で１年の抱負を大いに語り
合い、小西専務理事によるシュプレッヒコールでメンバーの士気を高め締
めくくり、素晴らしい新年の門出となりました。

（広報委員長　中島　丈裕）
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京 都 会 議

1月23日(木)～1月26日(日) 会員交流委員会

於：国立京都国際会館他

　京都会議に於いて、小林千晶委員長を始めとする国際関
係委員会メンバーと共に日本ＪＣ相互理解確立委員会公開
委員会に参加してきました。ＪＣが掲げる世界平和の実現
に向けて、日本人と外国人が国境を越え、お互いの発展を目
指す関係づくりを目的とした相互理解プログラムで学んだ
ことを今後の事業に活かすのはもとより、自身の資質向上
にも繋げていきたいと考えます。また、日本ＪＣ出向で活躍
される水口君、吉尾君を拝見し、同じＬＯＭメンバーとして
大きな刺激を受けると共に、ＪＣのスケールメリットを強
く再確認した有意義な機会となりました。

（国際関係委員会　久保田　一三）

　私が、一般社団法人豊岡青年会議所に入会して３年が経
ちました。１年目は参加することが出来ませんでしたが、今
回は昨年に続き２度目の京都会議に参加して参りました。
前回も参加し感じたことではありますが、多くの仲間が一
堂に京都という特別な場所に集まりセミナー・フォーラム
に参加する。この素晴らしく活気のある京都会議に、多くの
ＬＯＭメンバーと共に参加できたことは、非常にいい経験
になったと改めて強く思いました。この有意義な京都会議
で得たものを、しっかり活かして今後の成長に繋げていき
たいと思いました。

（会員交流委員会　副委員長　本城　　勉）

広報≫会員拡大ローラー作戦お疲れ様でした。会員の拡大が大切な事はメンバー皆感じていると思いますが、具体的
にはどのような現状なのでしょうか？

福井≫約4年後、このまま拡大が成功しなければ会員数が10名になってしまうという危機的状況にあります。そして、
会員数が10名になってから拡大に力を入れても成功するはずが有りません。だからこそ、会員数が40名弱いる
今が会員拡大のラストチャンスと考えております。

広報≫会員拡大を行うに際して、成功の為のスローガンは有りますか？
福井≫会員拡大のスローガンは「自発的且つ持続的な会員拡大」一人ひとりが当事者意識を持ち積極的に行動する事。
広報≫実際に、会員拡大ローラー作戦の1回目を終えられて今の思いは如何ですか？
福井≫今までの拡大はメンバーと面識がある人と企業を中心に拡大活動を行ってきました。しかし、会員数が減少す

る中、この手法にも限界を感じてました。そこで、少し視野を広げると豊岡には6,000件もの企業が存在します。
今まで企業に対して積極的にＬＯＭのＰＲをしたことはないと思います。認知度をあげるためにも今回のロー
ラー作戦は良かったと思いますし、引き続きローラー作戦を通じて新たな新会員候補者情報を獲得するととも
に、多くの企業に豊岡ＪＣをＰＲしたいと考えております。

広報≫ズバリ年間の目標は？
福井≫年間目標は20名拡大です。

　日々、熱い想いをもって活動するＪＣメンバーの躍動感をお伝えすべく、躍動と題しまして色々
な角度から特集させて頂きます。其の壱として、1月22日に「会員拡大ローラー作戦」第１回目の事
業を終えられましたＬＯＭ理念創出特別委員会福井委員長へ、インタビューさせて頂きました。

其の壱
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■ 事 業 案 内 ■
■編集後記■

1月第 1例会
1月10日（金）18:30～20:20 総務委員会

於：じばさんTAJIMA5Ｆ豊岡鞄協会ホール

通常総会
1月10日（金）20:30～21:14 総務委員会

於：じばさんTAJIMA5Ｆ豊岡鞄協会ホール

（総務委員長　大将　伸介） （総務委員会　副委員長　池内　資倫）

（広報委員会）

■兵庫ブロック協議会ＬＯＭ役員懇談会
   日　時　2月26日(水)17:00～19:15
   場　所　ホテル金波楼 飛翔
   ホスト　総務委員会

■2月第2例会
   日　時　2月28日（金）19:30～21:00
   場　所　じばさんTAJIMA5Ｆ豊岡鞄協会ホール
   講　演　「メディアの活用方法を学ぶ」
   講　師　辻　　隆氏
   ホスト　広報委員会

■3月第1例会
   日　時　3月14日（金）18:30～21:30
   場　所　じばさんTAJIMA5Ｆ豊岡鞄協会ホール
   勉強会　美徳勉強会～成徳達材～
   ホスト　美徳教育継承委員会

■勉強会「つながる、ひろがる国際交流」
   日　時　3月16日（日）13:00～15:00
   場　所　ＨＯＴＥＬ ＫＯＳＨＯ別館2Ｆ
   ホスト　国際関係委員会　

「くしゃみ」
　インフルエンザが流行りくしゃみやせきなどで悩まされる時
期となりました。ここで、くしゃみについての話があるので紹介
させて頂きます。お釈迦様の話です。あるとき、お釈迦様がく
しゃみをすると弟子たちが一斉に「クサンメ」と唱えて、師の健康
を願ったそうです。この「クサンメ」とは、古代インド語で長寿と
いう意味があります。インドではくしゃみをすると命が縮まると
いって「クサンメ」と唱える風習があったといいますから、これは
長寿を祈る呪文だったのかもしれません。この「クサンメ」は「休

唱も度何で口早をれこ。すまいてれさ写音と」病万息休「」命万息
えると何となく「クサメ」と聞こえないでしょうか。この「クサメ」
から転訛したものがくしゃみだそうです。底冷えのする日がまだ
続きそうです。とにかく、お体は大事にして下さい。

　1月第1例会は、後に通
常総会を開催するために
時間を短縮して行われま
した。2014年度最初の例
会にあたり、佐藤2013年
度理事長から二方理事長
に理事長バッチの交換が
行われるとともに、二方
理事長から佐藤2013年度
理事長に対して記念品の
贈呈が行われました。

　また、本年度の新会員3名に対して二方理事長よりＪ
Ｃバッチの贈呈が行われ、新たな仲間としてメンバー
の拍手の中迎え入れられました。

　本年度最初の第1例会閉
会後、2014年度通常総会が
定刻通りに開催されまし
た。二方理事長の指名によ
り田岡聖司君が議長に選
出される運びとなり、通常
総会が進行されました。田
岡議長の円滑な議事進行
のもと、2013年度事業報告
並びに収支決算に関する
件、2013年度剰余金処分に

関する件、2014年度予算修正に関する件の3議案全ての
審議が滞ることなく可決承認となりました。メンバー全
員の協力により無事に閉会となりました。

会員拡大ローラー作戦
1月22日(水)12:30～18:07 ＬＯＭ理念創出特別委員会

於：豊岡水道会館2階大会議室・豊岡市内各事業所

一般社団法人豊岡青年会議所ＯＢ会新年総会

1月29日

於：西村屋ホテル招月庭

（ＬＯＭ理念創出特別委員長　福井　喜宏）

（専務理事　小西　晴久）

　会員数が40名を下回り、
このままの状態が続けば約
4年後には会員数が10名に
なってしまうという危機的
状況下、現状を打開するた
め、本年度の会員拡大戦略
の柱でもある「会員拡大
ローラー作戦」の第1回目を
開催した。限られた時間で
はあったが事前に各委員会
で行動戦略を練って頂いた

甲斐もあり、効果的に豊岡市内の各事業所を回り我々の
活動を熱くＰＲできたと共に、新たな新会員候補者情報
を獲得することができた。今後も持続的にメンバーに高
い意識で会員拡大に取り組んで頂けるよう、先頭に立っ
て会員拡大を推進して行きたいと思う。

 一般社団法人豊岡青年会議所ＯＢ会新年総会がＯＢ
18名の出席により西村屋ホテル招月庭にて開催されま
した。為則幹事長の進行により開会され、協議事項にて
2013年度会計報告が行われた。その後、本年度の新役員
の紹介があり、2014年度ＯＢ会長に大友隆ＯＢが就任
されました。


	ＨＰ2月号1
	ＨＰ2月号2
	ＨＰ2月号3
	ＨＰ2月号4

